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配られたカードを順番に出していき，早く手札がなくなれば勝ちです．

・元素カード 118 枚 ＋ 素粒子（フェルミオン）カード 24 枚，鉛筆とメモ用紙（得点計算用）を用意します．
・互いの手札が見えないように，テーブルに座りましょう．
・カードをよくシャッフルし，全員に７枚ずつ 配ります．これを手札といいます．
・残りのカードを裏向きに積んで山札とし，1 番上のカードをめくって場札とします（素粒子カードが出たときは元素カー

ドが出るまでめくりましょう）

❶場札が決まったら，順に手札を出しましょう．
・場札のカードと「同じ族」か「同じ周期」のカードを出すことができます．
・族や周期が違っても，「１文字元素どうし」や「元素記号の１文字目が同じ」，「常温気体（黄

色の背景）どうし」や「常温液体（水色の背景）どうし」のカードは出すことができます．
❷出せるカードがない場合は，山札からカードを１枚引きます．引いたカードが出せるなら，

すぐに場に出すことができます．
・出せるカードをもっていても出さずに，山札からカードを引いても OK ！
❸手札が残り 1 枚になったら「エレメント！」と宣言してください．

・宣言を忘れた場合は，罰として山札からカードを２枚引きます．
・ただし，自分の次の人がカードを捨てるまでに誰にも気づかれなかった場合，罰は無効です．
❹最初に手札がなくなった人が，勝ちです．

・最後に素粒子カードを出して上がることはできません．
・複数枚を一度に出して（同時出しで）上がるのは OK です．
❺負けた人は，自分の手札の点数を計算して，勝った人にあげます．

・元素カードは１枚 10 点，素粒子カードは１枚 50 点と計算します．
❻５回ゲームをして，合計得点の多い人が勝ちです．

Q　ゲームの途中で山札がなくなったら？
A　場札の１番上を残して，それ以外をシャッフルし直し，山札とします．

Q　誰もカードを出せなくなってしまった！
A　誰もカードを出せないまま順番が１周したら，山札からカードを１枚めくって，新しい場

札にしましょう．

どんなゲーム？

準備しよう！

ゲームを始めよう！

えれめんと
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★同時出し
　複数の元素カードを同時に出すことができます（素粒子カードは１枚ずつしか出せません）．

・「同族で連続する周期のカード」「連続する原子番号のカード」「元素記号の 1 文字目が同じカード」「１文字元素のカー
ドどうし」は一度に出すことができます．何枚でも OK ！

★ 素粒子カード ①（フェルミオン）の効果
・ の色が場札と同じ素粒子カードを出すことができます．場札が金属元素のときは第一世代，非金属元素のときは第二

世代，ランタノイド・アクチノイドのときは第三世代の素粒子カードを出すことができます．
・カードの効果は，素粒子カードの右上隅に書かれています．
　「S

スキップ
kip」　　〔全６枚〕 → 次の人を飛ばします．

　「R
リバース
everse」〔全６枚〕 → 反対回り．２人のときはスキップと同じ効果．

　「＋２」　〔全 16 枚〕 → 次の人に山札から 2 枚取らせます．
・クォークカード（＋２）が出されたとき，同世代のクォークカード（＋２）をもっていれば，重ねて出すことができます．

引かなければならない枚数は足されていきます〔違う世代の（ の色が違う）クォークカードは出せません〕．
・次の人は， の色が同じカードなら何でも出すことができます．

「えれめんと」に慣れてきたら，素粒子カード（ボソン 7枚）を加えて遊んでみましょう．

★ 素粒子カード②（ボソン）の効果
光子・グルーオン・Ｗボソン・Ｚボソンのカードの右上のアイコンの星の色は同時出しできる素粒子カード①（フェルミ

オン）の色を表しています．

・ 光子：電荷をもつカードとして，電子やクォークとの同時出しができます．

例 1：電子（Reverse）とクォーク（＋ 2）とこのカードの 3 枚を同時に出すと，反対回りとなり，かつ一つ前の人は山

札から 2 枚引かなければなりません．

例 2：電子（Reverse）とこのカードの 2 枚を同時に出すと，反対回りとなります．
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＜例：+2の素粒子カード＞
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・ グルーオン：クォークと一緒にしか出せないカード．一緒に出したクォークの効果（＋ 2）を打ち消すため，次の人は

山札からカードを 2 枚引かなくてもよくなります．場にクォークが出ていて，クォークとこのカードを一緒に出せば，

それまで足されていた枚数がリセットされ，山札からカードを引かずに次の人に順番を回すことができます．

・ ウィークボソン（Ｗボソン，Ｚボソン）：手札にあるクォークやニュートリノ，電子を結びつけるカードとして，これ

らのカードとの同時出しができます．

例 1：電子（Reverse）とクォーク（＋ 2）とこのカードを 3 枚同時に出すと，反対回りとなり，一つ前の人は山札から

2 枚引かなければなりません．

例 2：ニュートリノ（Skip）とクォーク（＋ 2）とこのカードを 3 枚同時に出すと，次の人を飛ばし，飛んだ先の人は，

山札から 2 枚引かなければなりません．

例 3：電子（Reverse）とニュートリノ（Skip）とこのカードの 3 枚同時に出すと，反対回りとなり，一つ前の人を飛ばします． 

例 4：電子（Reverse）2 枚とニュートリノ（Skip）1 枚とクォーク（＋ 2）2 枚とこのカードを 6 枚同時に出すと，2

回反対回りの後（つまり順番はそのまま）に次の人を飛ばし，飛んだ先の人は山札から 4 枚引きます．

・ヒッグス：どのカードにもなれるオールマイティカード．また，次の人が出せる族または周期を指定できます（UNO®

のワイルドカードに相当）．

・重力子：自分以外のプレイヤー全員に山札から 2 枚ずつとらせることができるカード．場のカードの種類に関係なく出

すことができます．前の人がクォーク（＋ 2）を出していても，その効果はすべて無効になります．次の人は，このカー

ドが出される前に場に出ていたカードからスタートします．

★ 慣れてきたら，次のようなルールも加えてみましょう
＜上級ルール＞
 【 核 分 裂 】

場札が放射性元素（ ）の場合，原子番号を足して場札の放射
性元素の原子番号と同じになる組合せ（3 枚以上でも可）が手
札にあれば，一度に出すことができます．「核分裂！」といい
ながら出してください．
・ たとえば，場札が Cn（原子番号 112，放射性元素）で手札に

Po（原子番号 84）と Ni（原子番号 28）があれば，この 2 枚
を一度に出すことができます．

・ また，自分が出した放射性元素に対しても，連続して「核分
裂！」をいうことができます．たとえば，さきほど出した
Po は放射性元素なので，この Po（原子番号 84，放射性元素）
に対して，「Ne（10） ＋ Ca （20） ＋ Xe（54）」を「核分裂！」
でさらに出すことができます．

＜

場
札＞ 核分裂！

84 + 28＝ 112

さらに
核分裂！

10 + 20 + 54＝ 84

カードを出す順番に
注 意！

最初の核分裂のときに右の
ように出してしまうと，Ni
は放射性元素ではないの
で，もう核分裂できなくな
ります．

＜

場
札＞

＜

手
札＞


